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植えてはいけないケシに注意し
ましょう！
ケシの中には、麻薬成分が含まれ法律で植え
ることが禁止されている種類があり、淡路島
内では広く自生が確認されています。県で
は、自生地の所有者等との協働により、植え
てはいけないケシの抜去、処分を実施してい
ます。見つけたときは、根を残さずに引き抜
き、燃えるごみとして処分してください

3月11日㊎10時30分～15時 福良地
区公民館
3月14日㊊10時～12時 北淡事務所
3月22日㊋9時30分～12時 洲本市役所
3月25日㊎10時30分～15時 湊地区

公民館
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、マスク着用・手指の消毒をお願いします
(公財)兵庫県住宅再建共済基金
078（362）9400 078（362）4082

フェニックス共済（兵庫県住宅再
建共済制度）に加入しませんか
◆地震、豪雨、台風などあらゆる自然災害
に対応
◆年間5,000円の少額負担で最大600万
円の給付
フェニックス共済出前受け付けの実施
この機会に災害への備えの一つとして、フェ
ニックス共済へ加入しませんか
3月7日㊊9時～12時 南あわじ市役所

淡路島で自生している植えてはいけないケシ
アツミゲシ（セティゲルム種）

「あわじ環境未来島構想」の推進

エネルギーの持続 暮らしの持続 農と食の持続

島民、団体、企業、行政が一緒になり、「
いのち
生命つながる『持続する環境の島』｣を目指して、自然に囲まれた淡路島の

豊富な地域資源を生かしながら、「エネルギー」「暮らし」「農と食」の３つの持続を高める取り組みを進めています。

新たな農業ビジネスを促す

淡路島の「食」の魅力を発信する

淡路北部に位置する未利用農地を対象に、公募
事業者の営農計画に合わせた基盤整備を推進
して、新たな農業ビジネス参入を促しています。

歴史のある豊かな食材を
育む「

みけつくに

御食国」として、「淡
路島たまねぎ」「淡路島レ
タス」「淡路ビーフ」「淡路
島いちじく」「淡路島なると
オレンジ」「淡路島えびす
鯛」「淡路島サクラマス」
など、淡路島の豊かな食
材の魅力を発信し、PRや
ブランド化を進めています。

太陽光発電を備える住宅に家庭用蓄電池を導
入する人に対して、設置費用の一部を補助してい
ます。余剰電力の売電から蓄電へのシフトにより
エネルギーの自家消費量増加を目指します。

▲ 竹混合の
新たな土壌改
良材 ▲ 参入事業者によるオリーブ栽培

太陽光発電を取り入れる

エネルギーを地産地消する

県民の皆さんの出資による住民参加型の太陽光
発電所を設置し、発電・売電収益を淡路地域の
活性化に活用しています。

▲ 住民参加型太陽光発電所

竹資源を活用する

美しい景観を守る

産官学が連携して島内の竹を混合させた新たな
土壌改良材を開発し、草刈り等の維持管理作業
の省力化に取り組んでいます。

島民一斉清掃や淡路環境美化月間等、島民の
皆さんによる環境保全活動を継続します。

▲ 竹の土壌改良材を使った
「あわじ環境未来島ガーデン」

▲3海峡クリーンアップ作戦

家庭用蓄電池の
活用イメージ ▶

成果指標

エネルギー（電力）
自給率

取り組み当初
（2010年）

現状値
（2020年）

目標
（2050年）

8％ 59.6％ 100％

二酸化炭素排出量
（対2013年比） ― ▲

11.5％
実質
ゼロ

成果指標

生活満足度
（幸福度）

取り組み当初
（2010年）

現状値
（2020年）

目標
（2050年）

45.0％ 70.2％ 90.0％

持続人口
（定住人口＋交流人口）

17万
4,000人

14万
8,000人

16万
8,000人

成果指標

年間の
新規就農者数

取り組み当初
（2010年）

現状値
（2020年）

目標
（2050年）

36人 65人 80人

再生利用が可能な
荒廃農地面積 521㌶ 346㌶ 261㌶

▲ホームページ ▲インスタグラム
※淡路島は、平成23年12月から国の「地域活性化総合特区」に指定されています

淡路県民局交流渦潮課　 0799（26）2125　 0799（24）6934
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